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1）ア レ ル ギー発症機構

　食物お よ び 環境 ア レ ル ギ
ー

の 発症 に は PFF｛’ア レ ル

ギ
ー

が重要 な役割 を演 じる．1型ア レ ル ギ ーは肥満細

胞 や好塩基球表向 の 高親和性 lgE 受容体に 結合 した

ア レ ル ゲ ン 特異的 lgE が ア レ ル ゲ ン によ り架橋 され，

ヒ ス タ ミ ン や ロ イ コ トリエ ン （LT ）な ど の ケ ミ カ ル メ

デ ィエ ーター
が放出され る こ と に よ り発症する．づ∫，

腸管免疫系に よ り生産 さ れ る分泌性抗体 IgA は ウ イ

ル ス，細 菌，ア レ ル ゲ ン な どの 生体異物 と結合 して生

体内へ の 侵入 を阻止す る．また
，
ア レ ル ゲ ン 特異的 IgG

の 誘導は lgE との 競合を通 じて ア レ ル ギー反応 を 阻

害する．近年，種 々 の食品成分が ア レ ル ギ
ー

反応 を調

節する こ とが明らかに され ， 食生活 の 改善を通 じた ア

レ ル ギー体質改善の 道が 開 か れ て き た V2 ）．こ れ まで，

食事脂肪，抗酸化成分，食物繊維，天然色素な どの 食

】冒1成分が抗体産生 や ケ ミカ ル メ デ ィ エ
ーター

放出 の 制

御を通 じて 抗 ア レ ル ギ
ー効果を発現する こ とが 明らか

にされ て い る が
， 本綜説 で は食事脂肪 と抗酸化成分 の

ケ ミ カ ル メ デ ィエ ーター放出調節作用を中心 に紹介 す

る．

2）食事脂肪 の ア レ ル ギ ー
調節機能

　戦後の ア レ ル ギー患者数の 増加 に食生活 の 変化が影

響 したと考え られ て い る．こ の 間 に起 こ っ た 食生活の

変化 は穀物摂取量 の 減少お よ び脂肪摂取量の増加で あ

り，
タ ン パ ク質の 摂取量 は ほ とん ど変化 して い な い ．

また，米摂取量が著し く減少す る過程で米 ア レ ル ギ
ー

患者の 出現が起 こ っ た， こ れ らの 結果 は ，ア レ ル ギー

患者数の 増加は ア レ ル ゲ ン摂取量 の 増加だけで な く，
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免疫調節機能を有する食晶成分の 摂取量 の 変化が影響

した こ とを示 唆 して い る ⊥）．ア レ ル ギ
ー促進因 了

一
と し

て最初に報告 された生体 成分は胆汁酸で あ り，ラ ッ ト

リ ン パ 球 の lgE 産生 を促進し，　IgA お よ び lgG の 産生

を抑制する こ とが明 らか に された3）．不飽和脂肪酸お

よ び脂質酸化 物 の
一

つ で あ る 過酸化水素も同様な活性

を示す こ と，脂溶性抗酸化成分は 不 飽和脂肪酸の IgE

産 生 促進効果 の 発現 を阻害する が ，水溶性抗酸化成分

は 阻害 しな い こ とが 明らか に され て い る4〕．こ れ らの

結果 は，細胞膜 の ような疎水的環境に おける不飽和脂

肪 酸 の 酸化が lgE 産生 の 促進に 関与す る こ とを示唆

して い る．

　不飽和脂肪酸は LT の 産生調節を通 じて ア レ ル ギ
ー

応答 を調節す る こ と も報告され て い る 2＞．不飽和脂肪

酸 は二 重 結合 の 位 置 に よ り n
．．3，n

−6，　 n
−9 な ど の 系

列 に 分 け ら れ る が ，1型 ア レ ル ギ
ー

を誘導す る LTB4

な ど の 4一シ リ
ーズ LT は n

−6 系列 の ア ラ キ ド ン 酸

（AA ， 20 ：4n −6）が リポ キ シ ゲナ
ーゼ に よ る酸化を受

けて 生成す る．n
−6系脂肪酸は，リ ノール酸 （LA ， 18 ；

2n −6）を出発物質と し て γ
一
リ ノ レ ン 酸 （GLA ，18 ：3

n
−6），ジホ モ 「

尸 リ ノ レ ン 酸 （DGLA ，20 ：3n −6），　AA

に 代 謝 され る．一方，n
−3 系 列で は a

一
リ ノ レ ン 酸

（ALA ，18 ：3r3 ）を出発物質として エ イ コ サ ペ ン タ

エ ン 酸 （EPA ， 20 ：5n−3）や ドコ サ ヘ キ サ エ ン 酸

（DHA ， 22 ：6n −3）に代謝 され る．こ れ ら の 不飽和脂

肪酸 の なか で は ，AA が ア レ ル ギ ー反応 を促 進 し ，

GLA ，　 ALA ，　 EPA お よび DHA が抑 制す る こ とが 報

告さ れ て い る 1）L）．細胞実験 で は，3 個以 上 の 二 重結合

を有す る不飽和脂肪酸が ラ ッ ト腹腔滲出細胞 （PEC ）の

LTB4 放出 を阻害 し，そ の 効果 は二 重結合数 の 増加に

伴 い 強 くな る こ とが明 らかにされて い る S）．

　 以上 の 結呆は，不飽和脂肪酸は抗体産生 にお い て は

ア レ ル ギー促進 的 に 作用 し ，
LTB4 放 出 に お い て は ア

レ ル ギ
ー抑制的 に働 くこ とを示唆 して い る，こ れ らの

相反する効果 の 生体 レベ ル で の 発現の 有無 に つ い て魚
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表 1　 ラ ッ ト腹 腔 滲 出細 胞 の 脂肪酸 レ ベ ル お よび ロ イコ トリエ ン

　　　　　　　放出能に 及 ぼ す 食 餌 脂 肪の 影響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 LT 放 出 能 〔ng ／106　cells）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 LTB4　　　　　　LTB5

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 14、7 ± O．6a　　　　　　　ea

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ⊥．9± 0．21】　　　　　 6．3 ± O．2b

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 8．8± 0．9u　　　　　　2．0 ± G，2c

平 均値 ± 標 準誤 差 （Jl＝5），異な る 文 字聞 で 有意 差 あ り〔p ＜ 0．05）．

食餌脂肪 脂肪酸含最 〔％）

AA （20 ：4n −6＞ EPA （20 ：5n ．3）

フ ラ ワ ー油

EPA 魚抽

DHA 魚油

12、7 ± 0．2a5

．2 士0．4b2
ρ ±0．1c

一
　 　 〇u

　 　 5．9± 0小

　 　 2．0 士 Olc

πh

表 2　ラ ッ ト腹腔滲出細胞 の ケ ミカ ル メ デ ィ エ ーター放 出 能お よ び

　ア ラ キ ドン酸含量 に 及 ぼす茶 ポ リフ ェ ノ ール の 用 量 依存的効果

リ フ ェ ノ
ー

ル 相対 ヒ ス タ ミ ン 放出能 相対 LTB4 放 II賄 旨 ア ラ キ ドン 酸含量

（％ ） （％） （％） （％）

　oo

．OlO

、ll
．o

100± 2a93

± 1b　　　　　　　　　　．
86± 1匚

95 ± 2・Lb

1〔）0土 14・144

± 8b54
± 5b39
± 7b

16，4 ±⊥、2三tb

⊥8、0 士 LOa

⊥88 ± 0．3月

上3．2 ± 1．lb

平 均値士 標準誤差 （11＝3）．異 なる 文字闘で 有 意差あ り〔p く 0．05〕．

油摂食実験 が実施され ，血清 lgE レベ ル お よ び リ ン パ

球 の lgE 産 生 能 の 上 昇は 誘導 され な い が ，　 PEC の

LTB ．t放出能の 顕著な低下が誘導さ れ る こ とが明 らか

に され た 6〕．こ の LTB4 放出能 の 低下 は PEC リ ン 脂

質の 八A レ ベ ル の低下 に基づ くが，こ の活性を示すの

は ALA ，　 EPA
，
　 DHA な ど の n

．3系 列 の 脂肪酸で あ

る2畑 ．表 1 に EPA も しくは DIIA に富む魚油 の摂食

効果 を示 した が ，AA レ ベ ル の 低下 は 高 DHA 魚油 で

顕 著で あ る の に対 し，LTB ，i放 出能 の 低 ドはlt　 EPA
魚油 で顕著で あっ た．こ の 結果 は ，PEC の LTB4 放出

能はそ の 合成基質であ る AA の レ ベ ル の みで 調節 さ

れ て い る の で は ない こ と を 示唆 して い る．一ノi， 抗 ア

レ ル ギ
ー

イ乍用 を有す る LTBr ， の 産生量 は基 質で ある

EPA の レベ ル と相関 して い た．以 上 の 結果は ， 摂食実

験 にお い て は EPA が DHA よ り強 い 抗ア レ ル ギ
ー

活

性を発現す る こ とを示 唆して い る．こ れ らの n−3系脂

肪酸に加え ， リノ
ー

ル 酸の異性体である共役 リ ノー
ル

酸が lgA 産生 の 増強 を通 じ て 抗 ア レ ル ギー効果を発

現する こ とが報告され て い る7）．

3）抗酸化成分の ア レ ル ギ
ー

調節機能

　食品中 には種 々 の抗酸化成分が含 まれ て お り，多様

な生理機能を発現す る ．茶ポ リフ ェ ノー
ル （TP ）は茶

の 渋昧成分 で あ り，epigallocatechin 　gallate（EGCg ＞な

どの ト リフ ェ ノ
ー

ル 化合物が PEC の ヒ ス タ ミ ン お よ

び LTB4 放出を抑制する こ とが細胞レ ベ ル で 確認 され

て い る L’｝．ヒ ス タ ミ ン 放 出抑制作用は ト リフ ェ ノ ー
ル

化合物 に の み認め られ る が ，LTB4 放 出抑制機能は細

胞膜透過性 を有す る 抗酸化物質に 広 く認 め られ て い

る．おそ らく，ヒ ス タ ミ ン 放出抑制効果は PEC 細胞膜

と の 相互作用 を通 じ て，LTB ，i 放出抑制作用 は細胞内

に取 り込 まれた フ ェ ノール化合物が リポキ シ ゲナ
ーゼ

活性 を 阻害す る こ と に よ り発現 す る もの と思 わ れ

る銑 同様 な効果は フ ラ ボ ノ イ ドに も認め ら れ て い

る s）．B 環 に ポ リ フ ェ ノー
ル 構造 を有する フ ラ ボ ノ イ

ドは LTB ，1放出抑制作用を有する が ， さらに C 環の 4

位 に カ ル ボ ニ ル 基 を有する フ ラ ボ ン お よび フ ラ ボ ノ ー

ル は強 い LTB4 放出抑制効果 を示す．フ ラ ボ ノー
ル は

C 環の 3 位の OH 基 に糖が 結合 し ， 配糖体 を形成 して

い る こ とが多い が ， 配糖体の LTB4 放出抑制効果は ア

グ リ コ ン よ り弱 く， 腸管吸収 も遅い ．しか し， 消化管

内で 分解され る こ とによ りア グリ コ ン が 遊離 し，吸収

さ れ る の で ，配糖体 もア グ リ コ ン と 同様の 活性を示す．

　TP を含む食餌 を摂取 した ラ ッ トで は，　PEC の ヒ ス

タ ミ ン 放出能 お よ び細胞膜 の AA レ ベ ル に大 きな変

化は ない が，LTB4放 出能は顕著に低下す る．表 2 に示

したよ うに，LTB4 放出能 の 低
一
ド は TP 用量 O．O！％ で

誘導可能 で あ り， 1 日数杯 の 緑茶 の 摂取で達成可 能な
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投 与量 で ある．TP の LTB ，i 放出抑制効果は n
−3 系の

脂肪酸とは異なる機構 に よ り発現す る の で ，こ れ らの

成分 の 共存．に よ り抗ア レル ギ
ー作用が さらに 強化され

る こ とが期待 される．同様な相乗効果は抗酸化成分 の

間に も見 い だ され て お り， α
一

トコ フ ェ ロ ール とセ サ ミ

ン を同時に投与 した 場合に の み肺組織特異的な LTC4

放出能の 低下が誘導さ れ る 8）．食品成分の 生体調節機

能は他 の 調 節因子 の 共存下 にお い て も発現 され る必要

があ るが ，
こ の ような相乗効果 の 存在 は個 々 の 調節 因

子 の 摂取量を低減する こ とを可能に し，機能性食品の

機能性お よ び安全性の 向上 に 大 きく寄与する もの と思

われ る．
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